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私 のス ケ ッチ ・ブ ック(9)

多文化都市の清潔教育

国立民族学博物館助教授

森 　明 子

■ 公 園 風 景

　 ベル リンにテ ィアガルテンという公園があ

る。ブランデ ンブル ク門に向かいあ う広大 な

緑地で、かつてはプロイセ ン王の狩場 であっ

た。公園のほぼ中央 を往事 の馬車道がまっす

ぐ通 り、それにか らみつ くように遊歩道が森

や池、芝地や花壇 をめ ぐって曲線 を描 く。遊

歩道では、友人や家族が静かに会話す る姿 や、

ゆっ くりとサ イクリングを楽 しむ人の姿 に出

会 う。 自分 もいつの まにか散歩する人の リズ

ムになって歩 をすすめる うちに、あた りの様

子がずいぶんか わっている ことに気 がつ く。

あち こちに大小 のグループがいて、そのあい

だを子供 たちが駆け回っている。木の枝 にネ

ッ トをかけてバ レーボールやバ ドミン トンを

す る姿 も見える し、カー ドに興 じる男性や、

編み物 をする女性の姿 もある。 肉を焼 くにお

い もただ よって くる。いつのまにかティアガ

ルテンの東北 の一角 にきていたのだ。

　 ここはバ ーベキュー場 である。人々は肉や

野菜、調理器具や食器、水や燃料 のほか、芝

生 に敷いて坐る毛布や椅 子 ・テーブルのセ ッ

ト、パラソル、遊具 も持参 し、いったん場所

を定めると、夜暗 くなるまで半 日以上 をその

あた りで過 ごすのがふつ うである。 ドイッ人'

か らは 「外国人」 と呼ばれ る人々で、 トルコ

人が とくに多 いと考えられている。

■ 都 市 公 園 の 楽 しみ 方

　 このような公 園の楽 しみ方は、 ドイッを含

めて西 ヨーロ ッパの人々にとっては異質であ

る。 ヨーロ ッパ人は、公園で滞留することは

あ まりない。散歩す るかランニ ングす るか、

場合 によってはサイクリングやスケー ト靴 を

は くこ ともあるが、いずれ にして も公園は、

身体 を動 か し、新鮮 な空気 を胸に吸い込む場

所である。若い世代 を中心 に、芝生 に寝 ころ

んで 日光浴 を楽 しむ人 も少 な くないが、その

場合 も自然の新鮮 な空気 と日光を体内に とり

こむこ とが 目的であって、そのいでたちはき

わめて身軽である。

　公 園の木々の間か らバーベキューの煙があ

がる光景は、静かな散歩道 とはお よそ異 なる

様相 を呈 している。ティアガルテ ンで多 くの

「外 国人」がバ ーベ キューを行 ってい るの は、
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じつ はここがバーベ キュー を行 うことので き

る限られた場所だからである。1998年 、ベル

リン市 は、テ ィアガルテ ンを含 む数か所 を除

いてバーベキュー を禁止 した。

　禁止の理由には、防災上 の配慮、環境へ の

影響 などがあげ られた。それで も一定の区画

で許可 したのは、ベル リンに生活 している外

国人 にとって、バ ーベキューが たいせつなこ

とを認めたか らである。

　 ヨーロッパ東南部か ら中央 アジアにいたる

地域で は、家族や友人な どの親 しい人が集 ま

った り、客人を もてな した りす るときに、屋

外で 肉や野菜 を焼いて供 することは、基本 的

な食事のあ り方 である。ベル リンには トルコ

人を初め として、 この地域出身の多 くの家族

が生活 している。公園でバーベ キューするこ

とを認めたのは、彼 ら 「外 国人」の生活文化

を尊重 し、彼 らが彼 ら独 自のや り方で都市公

園を利用することを認めた ことを示 している。

■ 「古 くからの都市住民」と

　　　　　　　 「新 しい都市住民」

　ヨーロッパの都市において 「外国人」とい

う語は、観光客のように旅人としてそこにい

る人を意味するわけではない。

　「外国人」と呼ばれる人の多くは、10年以

上その都市に生活して、二世代目、三世代目

を育てつつある家族である。彼らはたしかに

外国人ではあるが、長い期間その都市に生活

する都市住民である。都市における彼らの位

置づけを考えるなら、彼らを 「新しい都市住

民」と翻訳するほうが現状にあっているだろ

う。これに対してドイツ人は、「古くからの

都市住民」と表現できる。どちらも、ひとつ

の都市でともに生活する住民である。

　外国人を都市住民として捉え直すなら、外

国人の担っている外国の文化も、都市の文化

を構成する一部であるという考えが導かれて

くる。私が ここで考 えてみたいのは、 この よ

うな多文化状況にある都市の文化 についてで

ある。

　好 む と好 まざる とにかかわ らず、現代世界

のあ らゆるところで、 この状況が起 こってい

る ことは、あ らためて述べる まで もないだろ

う。 日本で も、東京 とい う世界 的な大都市 は

まぎれ もな く多文化状況 を呈 してい るし、地

方都市 には地方都市の多文化状況がある。そ

こでは受 け入れやすい もの は早 く取 り込 まれ、

受け入れ に くい もの は排除 される。 しか し、

受け入れ に くい ものを感情的に排除するにま

かせるので は、多文化状況 に対 して消極 的、

受動 的な態度であるといわれて もしかたがな

い。 では、多文化状況 に積極 的に取 り組 む と

は、どうい うことをいうのだろうか。

　異 なる文化に、都市文化 として市民権 を与

え ようとす ることは、 まさしく積極的な取 り

組 み とい えよう。 たとえば、次世代 を担 う子

供 たちに、彼 らの文化 を教 育す ることが考 え

られる。 日本 にきたペ ルー人の子供 たちが、

母語 を失わ ない ようにスペイ ン語 を教育す る

のはその一例である。ただ し子供た ちは、ペ

ルーでスペ イン語 を習得するのとは違 う何 か

を、 ともに習得 してい る。その意味 を考えて

みたいのである。

　以下で は、ドイツ の ノル トライン=ウ ェス

トフ ァー レン州の試み を紹介 しよう。ノル ト
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ライ ン=ウ ェス トファー レン州 は、旧西 ドイ

ッの首都ボ ンや、日本企業が多 く進出す るデ

ュ ッセル ドル フを擁す る ドイツ西部の州で、

多 くの トル コ人が居住 してい る。民族学者 シ

フ ァオアー(W.Schiffauer)氏 に よると、

州政府は1978年 にゲバ オアー(K.Gebauer)

氏 を中心 に、 イス ラム教 を教 育するプロジェ

ク トを発足 させた。プロジェク トは初等教 育

8年 間の カ リキュ ラム と教科 書 を作 成 し、

1988年 か ら実施 されている。キリス ト教 を基

盤 とする ドイツ人社会 において、 ドイツ人が

主導するイス ラム教教育のカ リキュラムがつ

くられた ということに、注意す る必要がある。

■ 「清 潔 は信 仰 に 属 す 」

　 このカリキュラムは、図像 を中心 に編成 さ

れている。清潔 を教育する 「清潔は信仰 に属

す」 とい う章には4点 の図像がある。第1は 、

トルコ人少年 が ドイツの住宅の浴室で身体 を

洗 ってい る写真で 、 トル コ語 とドイツ 語 で

「神 は神聖 な者 を愛す る」 とい うことばが付

されている。第2は 、 トルコ人の女性がバス

タブの隣に置かれた洗濯機の前で洗濯物 を取

り出 している写真 で、「衣類 も清潔 でなけれ

ばならない」 と付記 されている。バス タブの

隣 に洗濯機 を置 くのは、ドイツ の住宅の一般

的な配置であ る。第3は 、モスクで礼拝する

前に身体 を洗 っている人々をスケッチ した絵

で、 「浄 めの儀礼 な しに祈 りは成就 しない」

と付 されてい る。第4は 、 ドイツの公園でバ

ーベ キュー を楽 しんでいる トルコ人 グループ

の写真で 、「環境 を汚 さない ように しよう」

という付記がある。

　 図像 は、いずれ も ドイツの都市で子供 たち

が 日常的に経験 している生活風 景である。絵

や写真 を見た子供たちは自己の経験を述べる

か ら、教 師はそ こか ら子供た ちの理解が どの

ような ものかを把握 し、それぞれに応 じた コ
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一 ランの一節 を引用 しつつ宗教教育 を行 う
。

た とえば清 潔につ いては、コー ランの第4篇

46(43)節 「酔 うてい る時には、自分で 自分の

いっているこ とが はっきりわか るようになる

まで祈 りに近づいてはな らぬ。 また身が穢れ

ている場合 には、すっか り洗 い浄め るまで」

第74篇4、5節 「己が衣 はこれを浄めよ。穢

れはこれを避けよ」が引用 される。

　 こうして図像 を媒介 として、 ドイツの都市

社会の 日常的 な経験 とイス ラム教 を結ぶ、関

連領域 が構築 される。図像 を経由するこ とで、

子供たちが イス ラム教 を抽象的な教義 として

ではな く、 自らの もの として内面化で きるこ

とが期待 されている。ただ し、この関連領域

で子供 たちに教 育 されるのは、イス ラム教 の

教 義だけで はない。 ドイツの都市社会で前提

とされる清潔 とい うモ ラル、そのモ ラルにそ

った行動様式、 さらにエ コロジー に配慮 した

行動規範 を、子供 たちがあわせて学んでいる

ということを、見逃す ことはで きない。

　 プロジェク ト推進者たちが子供たちに期待

してい るのは、 イス ラム教 を自らの宗教 とし

て しっか り内面化す ることによって、一部の

人種 差別主義者 の暴力的な言説 に立 ち向かい、

それ を克服 で きるようになることである。 ド

イツの一部に くすぶる人種 差別主義者が、理

由な くムス リム(イスラム教徒)を きたない と

し、 トルコ人住宅の焼 き討 ちなどの暴力 に及



んでいるからである。

■ 市 民 文 化 を 育 て る

　 清潔は、一方で は個 人の理性 を超 えた感覚

に訴え、他方では社会生活 をい となむモラル

になる。それ は宗教上の行動規範にな り、一

方では排 除のス ローガ ンと して暴力 に結 びつ

くこともある。 ドイツの都市 に住 む トルコ人

の子供 たちに求め られる清潔は、 ドイツ的 な

清潔の押 し付 けであってはならないが、か と

いって トルコの農村 と同 じようにふるまって

いては、 ドイツの都市生活 を快適 に送 ること

はで きない。 ドイツの都市 において適切 とみ

な される清潔の行動様式 と、コーランの教 え

とが、対話す る必要が ここに生 じる。 また、

ドイツ社会で重視 されている環境 の意識 と結

ぶこ とも必要である。その中で健康や衛 生に

関する知識が習得 され、実践 されるべ きであ

る。 しか も、それらをあわせ てなお トルコ人、

イスラム教徒 としての文化 的、宗教的なアイ

デンテ ィティを確保する ことが求め られ る。

　 これ は、 トルコ人のためのイス ラム教育 で

はあるが、子供 たちに期待 されている文化 は、

トルコにおけるイス ラム文化 ではな く、 ドイ

ッ文化 と対話 し、交渉する、 ドイツの都市文

化 としての新 しい イスラム文化であ り、この

プロジェク トは、 イスラム教徒 としてのアイ

デ ンテ ィテ ィをもつ、ドイツ 市民 を育てるプ

ロジェク トといえよう。

　 ノル トライ ン=ウ ェス トファー レンのプロ

ジェク トか ら私 たちが学 ぶの は、市民文化 を

育てる という考 え方である。市民文化 は、新

住民に対 してやみ くもに同化 を求める ところ

に存続 するので はない。 そうではな くて、新

住民が もたら した外来 の文化 と交渉 し、互い

を生 かそ うとす るところに、新 しい市民文化

が育て られる可能 性があるといえる。

　多文化社会 における市民生活で問題 になる

のは、 きわめて 日常的な生活文化の違 いであ

る。洗濯 をどのようにするか、 ゴ ミをどう捨

てるか、身体 を どう洗い、家 まわ りの掃 除を

どうす るか、公 園をどう使 うか、 といったよ

うな事柄 の集積 である。その ような場面で 、

清潔観 の違 いは しば しば大 きな意味を もって

いる。

　 清潔の感覚や意識が、宗教 にまで連続す る

広が りを もつ ものであるこ とを、私たちはま

ず理解 しよう。 しか し、だからといって、そ

の ような行動様式、文化や宗教が、固い殻 に

包 まれた変更不可能な もの だとい うわけでは

ない。それは対話が可能で、交渉 を繰 り返 し

なが ら調整 してい くことがで きるものである。

そ うでなければ、現代の多文化的な状況で社

会生活 を営 んで い くこ とは不 可能であ る し、

交渉 し、調整する ことで、私たちの文化は活

力を もった魅力的な ものになると思われる。

　市民文化 とは、 もしか した ら、そうい う努

力 のことをいうのではないだろうか。
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